
(57)【要約】

【課題】　製品の異常の有無の判定結果に対する信頼性

を高めることができるプロセス異常分析装置を提供する

こと

【解決手段】　プロセスデータ記憶部２１に格納された

時系列のプロセスデータからプロセス特徴量を抽出する

プロセスデータ編集部２２と、プロセス特徴量から製造

システムで製造される製品並びに製造装置の異常検出を

行なうための異常分析ルールを記憶する異常分析ルール

データ記憶部２６と、異常分析ルールにより、プロセス

特徴量から製品並びに前記製造装置の異常の有無を判定

する異常判定部２４と、を備える。異常分析ルールに使

用する予測モデルとして部分最小自乗回帰（ＰＬＳ）モ

デルを使用するとともに、Ｑ統計量およびＴ２統計量を

使用し、異常判定部は、その統計量の値が設定値以上の

場合に前記製造装置が異常と判定するようにした。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
１ ま た は 複 数 の 製 造 装 置 か ら な る 製 造 シ ス テ ム に お い て 、 プ ロ セ ス 実 行 時 に 得 ら れ る プ ロ
セ ス デ ー タ に 基 づ い て プ ロ セ ス の 異 常 を 単 位 対 象 品 毎 に 検 出 す る プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 で
あ っ て 、
　 前 記 時 系 列 の プ ロ セ ス デ ー タ を 記 憶 す る プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 手 段 と 、
　 そ の プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ た プ ロ セ ス デ ー タ か ら プ ロ セ ス 特 徴 量 を 抽 出 す
る プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 手 段 と 、
　 プ ロ セ ス 特 徴 量 か ら 前 記 製 造 シ ス テ ム で 製 造 さ れ る 製 品 並 び に 前 記 製 造 装 置 の 異 常 検 出
を 行 な う た め の 異 常 分 析 ル ー ル を 記 憶 す る 異 常 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 異 常 分 析 ル ー ル に よ り 、 前 記 プ ロ セ ス 特 徴 量 か ら 前 記 製 品 並 び に 前 記 製 造 装 置 の 異
常 の 有 無 を 判 定 す る 異 常 判 定 手 段 と 、
を 備 え 、
　 前 記 異 常 分 析 ル ー ル に 使 用 す る プ ロ セ ス 処 理 結 果 の 予 測 モ デ ル と し て 部 分 最 小 自 乗 回 帰
モ デ ル を 使 用 す る と と も に 、 Ｑ 統 計 量 お よ び ま た は Ｔ ２ 統 計 量 を 使 用 し 、 前 記 異 常 判 定 手
段 は 、 そ の 統 計 量 の 値 が 設 定 値 以 上 の 場 合 に 前 記 製 造 装 置 が 異 常 と 判 定 す る こ と を 特 徴 と
す る プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 Ｑ 統 計 量 お よ び ま た は Ｔ ２ 統 計 量 は 、 単 位 対 象 品 毎 に 算 出 さ れ 、 前 記 Ｑ 統 計 量 お よ び
ま た は Ｔ ２ 統 計 量 が あ ら か じ め 指 定 さ れ た 回 数 分 連 続 し て 異 常 と 判 定 さ れ た 場 合 に 前 記 製
造 装 置 の 異 常 を 通 知 す る 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の プ ロ セ ス 異 常 分
析 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 異 常 判 定 手 段 は 、 前 記 Ｑ 統 計 量 お よ び ま た は Ｔ ２ 統 計 量 に よ り 製 造 装 置 が 正 常 と 判 定
さ れ た 場 合 に 、 前 記 製 品 に 対 す る 予 測 が 有 効 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に
記 載 の プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 異 常 判 定 手 段 は 、 前 記 製 品 に 対 す る 有 効 な 予 測 が 、 あ ら か じ め 指 定 さ れ た 回 数 分 連 続
し て 異 常 と 判 定 さ れ た 場 合 に 製 品 の 異 常 予 測 を 通 知 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載
の プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
１ ま た は 複 数 の 製 造 装 置 か ら な る 製 造 シ ス テ ム に お い て 、 プ ロ セ ス 実 行 時 に 得 ら れ る プ ロ
セ ス デ ー タ に 基 づ い て プ ロ セ ス の 異 常 を 単 位 対 象 品 毎 に 検 出 す る プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 に
お け る 分 析 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 時 系 列 の プ ロ セ ス デ ー タ を 取 得 し て プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 手 段 に 格 納 す る ス テ ッ プ と
、
　 そ の プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ た プ ロ セ ス デ ー タ か ら プ ロ セ ス 特 徴 量 を 抽 出 す
る ス テ ッ プ と 、
　 そ の 抽 出 し た プ ロ セ ス 特 徴 量 か ら 前 記 製 造 シ ス テ ム で 製 造 さ れ る 製 品 並 び に 前 記 製 造 装
置 の 異 常 の 有 無 を 判 定 す る 異 常 判 定 ス テ ッ プ と を 実 行 す る も の で あ り 、
　 前 記 異 常 分 析 ル ー ル に 使 用 す る プ ロ セ ス 処 理 結 果 の 予 測 モ デ ル と し て 部 分 最 小 自 乗 回 帰
モ デ ル を 使 用 す る と と も に 、 Ｑ 統 計 量 お よ び ま た は Ｔ ２ 統 計 量 を 使 用 し 、 前 記 異 常 判 定 ス
テ ッ プ は 、 そ の 統 計 量 の 値 が 設 定 値 以 上 の 場 合 に 前 記 製 造 装 置 が 異 常 と 判 定 す る 処 理 を 含
む こ と を 特 徴 と す る プ ロ セ ス 異 常 分 析 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
コ ン ピ ュ ー タ を 、
　 プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ た 時 系 列 の プ ロ セ ス デ ー タ か ら プ ロ セ ス 特 徴 量 を 抽
出 す る プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 手 段 、
　 異 常 分 析 ル ー ル に よ り 、 前 記 プ ロ セ ス 特 徴 量 か ら 製 造 シ ス テ ム で 製 造 さ れ る 製 品 並 び に
そ の 製 造 シ ス テ ム を 構 築 す る 製 造 装 置 の 異 常 の 有 無 を 判 定 し 、 か つ 、 前 記 前 記 異 常 分 析 ル
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ー ル に 使 用 す る プ ロ セ ス 処 理 結 果 の 予 測 モ デ ル と し て 部 分 最 小 自 乗 回 帰 モ デ ル を 使 用 す る
と と も に 、 Ｑ 統 計 量 お よ び ま た は Ｔ ２ 統 計 量 を 使 用 し 、 そ の 統 計 量 の 値 が 設 定 値 以 上 の 場
合 に 前 記 製 造 装 置 が 異 常 と 判 定 す る 異 常 判 定 手 段 、
と し て 機 能 さ せ る た め の プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 プ ロ セ ス の 状 態 に 関 連 し 処 理 さ れ る 対 象 品 お よ び 製 造 装 置 の 異 常 を 分 析 す
る プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 お よ び 方 法 並 び に プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 ・ 液 晶 パ ネ ル を は じ め と す る 各 種 の 製 品 の 製 造 プ ロ セ ス は 、 製 品 の 製 造 歩 留 ま り
を 改 善 し 、 或 い は 歩 留 ま り が 良 好 な 状 態 を 維 持 す る た め に 、 適 切 に 管 理 さ れ な け れ ば な ら
な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 半 導 体 デ バ イ ス は 、 １ ０ ０ 工 程 以 上 も 有 す る 半 導 体 プ ロ セ ス を 経 て 製 造 さ れ 、 ま た 、 複
数 の 複 雑 な 半 導 体 製 造 装 置 を 用 い て 製 造 さ れ る 。 そ の た め 、 各 製 造 装 置 （ プ ロ セ ス 装 置 ）
の 状 態 を 示 す パ ラ メ ー タ と 各 製 造 装 置 を 用 い て 製 造 さ れ た 半 導 体 デ バ イ ス の 特 性 と の 関 係
が 明 確 に は 求 め ら れ て い な い も の が 多 数 あ る 。 一 方 、 半 導 体 プ ロ セ ス は 、 製 造 さ れ た 半 導
体 デ バ イ ス の 歩 留 ま り が 良 く な る よ う に 、 常 に 各 工 程 を 厳 密 に 管 理 し な け れ ば な ら な い と
い う 要 求 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 係 る 問 題 を 解 決 す る た め 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 発 明 で は 、 プ ロ セ ス 実 行 時 に 発 生 す
る 多 岐 に わ た る プ ロ セ ス デ ー タ と 処 理 結 果 と を 取 得 し 、 得 ら れ た プ ロ セ ス デ ー タ か ら 最 小
部 分 自 乗 法 に よ り プ ロ セ ス デ ー タ と そ の 処 理 結 果 の 相 関 の モ デ ル を 作 成 す る 。 こ の モ デ ル
を 用 い 、 プ ロ セ ス 実 行 時 に 処 理 結 果 の 予 測 を 行 な う こ と か で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ８ １ ４ ６ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 発 明 で は 、 プ ロ セ ス 装 置 が 正 常 に 動 作 し 、 収 集 さ れ た プ ロ セ ス
デ ー タ が プ ロ セ ス 装 置 に お け る プ ロ セ ス 状 態 を 正 確 に 反 映 し て い る こ と を 前 提 と し て い る
。 従 っ て 、 例 え ば プ ロ セ ス 装 置 に 実 装 し た セ ン サ 等 が 故 障 し て い る 場 合 、 予 測 に 使 用 さ れ
る プ ロ セ ス デ ー タ の 信 頼 性 が 無 く 、 正 し い 予 測 が で き な い 。 同 様 に 、 プ ロ セ ス を 実 行 す る
機 器 に 異 常 が 生 じ て い る 場 合 も 、 モ デ ル を 作 成 し た 際 の 状 況 と 異 な る の で 正 し い 予 測 が で
き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 製 品 の 異 常 の 有 無 の 判 定 結 果 に 対 す る 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る プ ロ セ
ス 異 常 分 析 装 置 お よ び 方 法 並 び に プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ る プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 は 、 １ ま た は 複 数 の 製 造 装 置 か ら な る 製 造 シ ス テ
ム に お い て 、 プ ロ セ ス 実 行 時 に 得 ら れ る プ ロ セ ス デ ー タ に 基 づ い て プ ロ セ ス の 異 常 を 単 位
対 象 品 毎 に 検 出 す る プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 で あ っ て 、 前 記 時 系 列 の プ ロ セ ス デ ー タ を 記 憶
す る プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 手 段 と 、 そ の プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 手 段 に 格 納 さ れ た プ ロ セ ス デ ー
タ か ら プ ロ セ ス 特 徴 量 を 抽 出 す る プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 手 段 と 、 プ ロ セ ス 特 徴 量 か ら 前 記 製
造 シ ス テ ム で 製 造 さ れ る 製 品 並 び に 前 記 製 造 装 置 の 異 常 検 出 を 行 な う た め の 異 常 分 析 ル ー
ル を 記 憶 す る 異 常 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 手 段 と 、 前 記 異 常 分 析 ル ー ル に よ り 、 前 記 プ ロ セ
ス 特 徴 量 か ら 前 記 製 品 並 び に 前 記 製 造 装 置 の 異 常 の 有 無 を 判 定 す る 異 常 判 定 手 段 と 、 を 備
え 、 前 記 異 常 分 析 ル ー ル に 使 用 す る プ ロ セ ス 処 理 結 果 の 予 測 モ デ ル と し て 部 分 最 小 自 乗 回
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帰 （ Ｐ Ｌ Ｓ ） モ デ ル を 使 用 す る と と も に 、 Ｑ 統 計 量 お よ び ま た は Ｔ ２ 統 計 量 を 使 用 し 、 前
記 異 常 判 定 手 段 は 、 そ の 統 計 量 の 値 が 設 定 値 以 上 の 場 合 に 前 記 製 造 装 置 が 異 常 と 判 定 す る
よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 Ｑ 統 計 量 お よ び ま た は Ｔ ２ 統 計 量 は 、 単 位 対 象 品 毎 に 算 出 さ れ 、 前 記 Ｑ 統 計
量 お よ び ま た は Ｔ ２ 統 計 量 が あ ら か じ め 指 定 さ れ た 回 数 分 連 続 し て 異 常 と 判 定 さ れ た 場 合
に 前 記 製 造 装 置 の 異 常 を 通 知 す る 手 段 を 備 え る と 良 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 異 常 判 定 手 段 は 、 前 記 Ｑ 統 計 量 お よ び ま た は Ｔ ２ 統 計 量 に よ り 製 造 装 置 が 正
常 と 判 定 さ れ た 場 合 に 、 前 記 製 品 に 対 す る 異 常 の 有 無 の 予 測 が 有 効 と す る こ と が で き る 。
こ の 場 合 に 、 前 記 異 常 判 定 手 段 は 、 前 記 製 品 に 対 す る 有 効 な 予 測 が 、 あ ら か じ め 指 定 さ れ
た 回 数 分 連 続 し て 異 常 と 判 定 さ れ た 場 合 に 製 品 の 異 常 予 測 を 通 知 す る よ う に す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る プ ロ セ ス 異 常 分 析 方 法 は 、 １ ま た は 複 数 の 製 造 装 置 か ら な る 製 造 シ ス テ ム
に お い て 、 プ ロ セ ス 実 行 時 に 得 ら れ る プ ロ セ ス デ ー タ に 基 づ い て プ ロ セ ス の 異 常 を 単 位 対
象 品 毎 に 検 出 す る プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 に お け る 分 析 方 法 で あ っ て 、 前 記 時 系 列 の プ ロ セ
ス デ ー タ を 取 得 し て プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 手 段 に 格 納 す る ス テ ッ プ と 、 そ の プ ロ セ ス デ ー タ
記 憶 手 段 に 格 納 さ れ た プ ロ セ ス デ ー タ か ら プ ロ セ ス 特 徴 量 を 抽 出 す る ス テ ッ プ と 、 そ の 抽
出 し た プ ロ セ ス 特 徴 量 か ら 前 記 製 品 並 び に 前 記 製 造 装 置 の 異 常 の 有 無 を 判 定 す る 異 常 判 定
ス テ ッ プ と を 実 行 す る も の で あ り 、 前 記 異 常 分 析 ル ー ル に 使 用 す る プ ロ セ ス 処 理 結 果 の 予
測 モ デ ル と し て 部 分 最 小 自 乗 回 帰 (PLS)モ デ ル を 使 用 す る と と も に 、 Ｑ 統 計 量 お よ び ま た
は Ｔ ２ 統 計 量 を 使 用 し 、 前 記 異 常 判 定 ス テ ッ プ は 、 そ の 統 計 量 の 値 が 設 定 値 以 上 の 場 合 に
前 記 製 造 装 置 が 異 常 と 判 定 す る 処 理 を 含 む よ う に し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る プ ロ グ ラ ム は 、 コ ン ピ ュ ー タ を 、 プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 手 段 に 格 納 さ
れ た 時 系 列 の プ ロ セ ス デ ー タ か ら プ ロ セ ス 特 徴 量 を 抽 出 す る プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 手 段 、 異
常 分 析 ル ー ル に よ り 、 前 記 プ ロ セ ス 特 徴 量 か ら 製 造 シ ス テ ム で 製 造 さ れ る 製 品 並 び に そ の
製 造 シ ス テ ム を 構 築 す る 製 造 装 置 の 異 常 の 有 無 を 判 定 し 、 か つ 、 前 記 前 記 異 常 分 析 ル ー ル
に 使 用 す る プ ロ セ ス 処 理 結 果 の 予 測 モ デ ル と し て 部 分 最 小 自 乗 回 帰 （ Ｐ Ｌ Ｓ ） モ デ ル を 使
用 す る と と も に 、 Ｑ 統 計 量 お よ び ま た は Ｔ ２ 統 計 量 を 使 用 し 、 そ の 統 計 量 の 値 が 設 定 値 以
上 の 場 合 に 前 記 製 造 装 置 が 異 常 と 判 定 す る 異 常 判 定 手 段 、 と し て 機 能 さ せ る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 、 製 造 プ ロ セ ス に よ っ て 製 造 さ れ る 対 象 品 に は 、 半 導 体 ， Ｆ Ｐ Ｄ （ フ ラ ッ ト パ ネ
ル デ ィ ス プ レ イ ： 液 晶 ， Ｐ Ｄ Ｐ ， Ｅ Ｌ ， Ｆ Ｅ Ｄ な ど を 用 い る デ ィ ス プ レ イ ） が 含 ま れ る 。
「 単 位 対 象 品 」 は 、 1枚 の 半 導 体 ウ エ ハ 、 1枚 の ガ ラ ス 基 板 の よ う な 通 常 の 計 数 単 位 で 把 握
さ れ る 対 象 品 で も よ い し 、 こ れ ら の 製 品 の １ ロ ッ ト の よ う な 製 品 の グ ル ー プ 単 位 で 把 握 さ
れ る 対 象 品 で も よ い し 、 大 判 の ガ ラ ス 基 板 上 に 設 定 さ れ た 領 域 の よ う な 製 品 の 部 分 を 単 位
と す る 対 象 品 で も よ い 。 異 常 通 知 情 報 の 出 力 は 、 表 示 装 置 に 出 力 し た り 、 メ ー ル 送 信 等 に
よ り 通 知 し た り 、 記 憶 装 置 に 保 存 す る な ど 各 種 の 処 理 を 含 む 。 「 製 品 の 異 常 」 は 、 実 施 形
態 で は 予 測 値 状 態 の 異 常 に 対 応 し 、 「 製 造 装 置 の 異 常 」 は 、 実 施 形 態 で は 、 プ ロ セ ス 状 態
の 異 常 に 対 応 す る 。 製 造 装 置 （ プ ロ セ ス 装 置 ） の 異 常 は 、 当 該 装 置 の プ ロ セ ス を 実 行 す る
た め の 装 置 の 故 障 や 、 当 該 装 置 に 組 み 込 ま れ た セ ン サ の 異 常 な ど の 、 そ の 製 造 装 置 か ら 得
ら れ た プ ロ セ ス デ ー タ に 異 常 を 生 じ る 場 合 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 で は 、 Ｑ 統 計 量 お よ び Ｔ ２ 統 計 量 に よ る プ ロ セ ス 異 常 判 断 と 最 小 自 乗 法 に よ る プ
ロ セ ス 結 果 の 予 測 と そ の 予 測 値 に よ る 異 常 判 断 を 同 時 に 行 な う た め 、 予 測 値 お よ び 予 測 値
を 使 っ た 異 常 判 定 の 信 頼 性 が 向 上 す る 。 予 測 値 に よ る 異 常 判 定 の た め 、 リ ア ル タ イ ム の 全
数 異 常 検 出 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 連 続 し た 異 常 か ど う か の 判 断 を 行 な う よ う に し た 場 合 、 単 発 の （ 偶 然 の ） 異 常 を
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排 除 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 製 造 装 置 の 異 常 の 有 無 と 製 品 の 異 常 の 有 無 の 判 定 を 同 時 に 行 な う た め 、 製 品
の 異 常 の 有 無 の 判 定 結 果 に 対 す る 信 頼 性 を 高 め る こ と が で き る 。 特 に 、 正 常 な プ ロ セ ス デ
ー タ に 基 づ い て 製 品 の 異 常 の 有 無 の 判 定 を 行 な う と 、 係 る 判 定 結 果 に 対 す る 信 頼 性 を よ り
高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 で あ る プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 を 含 む 製 造 シ ス テ ム を 示
す 。 こ の 製 造 シ ス テ ム は 、 プ ロ セ ス 装 置 １ ， プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 ２ ０ 及 び 異 常 表 示 装 置
２ を 含 む 。 こ れ ら の 装 置 は 、 生 産 管 理 情 報 よ り も 詳 細 な プ ロ セ ス 関 連 情 報 を 高 速 に や り と
り す る た め の 装 置 用 ネ ッ ト ワ ー ク で あ る Ｅ Ｅ Ｓ （ Equipment Engineering System） ネ ッ ト
ワ ー ク ３ に よ っ て 相 互 に 接 続 さ れ て い る 。 図 示 は 省 略 さ れ て い る が 、 Ｅ Ｅ Ｓ ネ ッ ト ワ ー ク
３ に は 、 プ ロ セ ス 装 置 １ よ り 前 の 段 階 、 及 び プ ロ セ ス 装 置 １ よ り 後 の 段 階 で 用 い ら れ る 他
の プ ロ セ ス 装 置 や 検 査 装 置 も 接 続 さ れ て い る 。 さ ら に 、 こ の シ ス テ ム は 、 Ｍ Ｅ Ｓ （ Manufa
cturing Execution System） を 含 む 生 産 管 理 シ ス テ ム ４ 及 び こ の 生 産 管 理 シ ス テ ム ４ と 接
続 さ れ た 生 産 管 理 情 報 を 伝 送 す る Ｍ Ｅ Ｓ 系 ネ ッ ト ワ ー ク ５ を 含 ん で い る 。 Ｅ Ｅ Ｓ ネ ッ ト ワ
ー ク ３ と Ｍ Ｅ Ｓ 系 ネ ッ ト ワ ー ク ５ と は 、 ル ー タ ６ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 Ｍ Ｅ Ｓ 系 ネ ッ
ト ワ ー ク ５ 上 に 存 在 す る 生 産 管 理 シ ス テ ム ４ は 、 ル ー タ ６ を 経 由 し て 、 Ｅ Ｅ Ｓ ネ ッ ト ワ ー
ク ３ 上 の 各 装 置 に ア ク セ ス す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 製 造 シ ス テ ム は 、 例 え ば 、 半 導 体 や 液 晶 パ ネ ル を 製 造 す る も の で 、 プ ロ セ ス 装 置 １
が 半 導 体 等 を 製 造 す る た め の プ ロ セ ス （ ウ エ ハ に 対 す る 成 膜 処 理 等 ） を 実 行 す る 。 半 導 体
製 造 プ ロ セ ス や 液 晶 パ ネ ル 製 造 シ ス テ ム に お い て は 、 処 理 対 象 の ウ エ ハ や ガ ラ ス 基 板 （ 以
下 、 「 ウ エ ハ 」 ） は 、 カ セ ッ ト ７ 内 に 所 定 枚 数 セ ッ ト さ れ 、 カ セ ッ ト 単 位 で 移 動 さ れ る と
と も に 、 プ ロ セ ス 装 置 １ で 所 定 の 処 理 が 行 な わ れ る 。 １ つ の 製 品 を 製 造 す る 場 合 、 複 数 の
プ ロ セ ス 装 置 １ に お い て そ れ ぞ れ 所 定 の 処 理 が 実 行 さ れ る 。 そ の 場 合 、 プ ロ セ ス 装 置 間 の
移 動 も 、 カ セ ッ ト 単 位 で 行 な わ れ る 。 カ セ ッ ト ７ に 実 装 さ れ た 所 定 枚 数 の ウ エ ハ が 同 一 の
ロ ッ ト と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 実 施 形 態 の 半 導 体 製 造 シ ス テ ム で は 、 個 々 の ウ エ ハ ご と に 管 理 す る 必 要 か ら 、 各 ウ
エ ハ ご と に 製 品 Ｉ Ｄ が 付 与 さ れ る 。 こ の 製 品 Ｉ Ｄ は 、 例 え ば ロ ッ ト Ｉ Ｄ と 、 そ の ロ ッ ト 内
の 識 別 番 号 を 結 合 す る こ と に よ り 、 設 定 で き る 。 す な わ ち 、 仮 に ロ ッ ト Ｉ Ｄ が 「 ０ ４ ０ ８
２ ５ １ 」 で 、 ロ ッ ト 内 に セ ッ ト 可 能 な 枚 数 が １ 桁 と す る と 、 ロ ッ ト 内 の ２ 番 目 の ガ ラ ス 基
板 （ ロ ッ ト 内 の 識 別 番 号 は 「 ２ 」 ） の 製 品 Ｉ Ｄ は 、 下 一 桁 に ロ ッ ト 内 の 識 別 番 号 を 付 加 し
た 「 ０ ４ ０ ８ ２ ５ １ ２ 」 と 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 も ち ろ ん 、 タ グ ７ ａ に 、 ロ ッ ト Ｉ Ｄ に 替 え て 、 或 い は ロ ッ ト Ｉ Ｄ と と も に 収 納 さ れ た 全
て の ウ エ ハ に つ い て の 製 品 Ｉ Ｄ を 記 録 し て お き 、 プ ロ セ ス 装 置 １ （ プ ロ セ ス デ ー タ 収 集 装
置 １ ２ ） は 、 タ グ ７ ａ に 格 納 さ れ た 全 て の 製 品 Ｉ Ｄ を 取 得 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、
カ セ ッ ト ７ に セ ッ ト す る ウ エ ハ が １ 枚 の 場 合 に は 、 タ グ ７ ａ に 記 録 し た Ｉ Ｄ が 、 そ の ま ま
製 品 Ｉ Ｄ と し て 使 用 で き る 。 な お 、 ロ ッ ト 単 位 で 解 析 を す る 場 合 に は 、 製 品 Ｉ Ｄ の 取 得 や
、 ロ ッ ト Ｉ Ｄ に 基 づ く 製 品 Ｉ Ｄ の 作 成 は 不 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 カ セ ッ ト ７ に は 、 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ （ radio frequency identification） タ グ ７ ａ が 取 り 付 け
ら れ て い る 。 タ グ ７ ａ は 、 プ ロ セ ス 装 置 １ に 連 結 さ れ た Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ リ ー ド ラ イ ト ヘ ッ ド ８
と の 間 で 電 磁 結 合 を し 、 非 接 触 で 任 意 の デ ー タ を 読 み 書 き さ れ る も の で あ り 、 デ ー タ キ ャ
リ ア と も 呼 ば れ る 。 タ グ ７ ａ に は 、 ロ ッ ト Ｉ Ｄ （ 製 品 Ｉ Ｄ の 基 と な る ロ ッ ト Ｉ Ｄ 或 い は 製
品 Ｉ Ｄ 自 体 ） と 、 前 段 装 置 の 出 庫 時 刻 等 の 情 報 が 格 納 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 プ ロ セ ス 装 置 １ は 、 Ｍ Ｅ Ｓ 系 ネ ッ ト ワ ー ク ５ か ら ル ー タ ６ 経 由 で 生 産 管 理 シ ス テ ム ４ か
ら 送 ら れ て き た レ シ ピ Ｉ Ｄ を 取 得 す る 。 プ ロ セ ス 装 置 １ は 、 レ シ ピ Ｉ Ｄ と 実 際 に 行 な う プ
ロ セ ス と の 対 応 テ ー ブ ル な ど を 持 っ て お り 、 取 得 し た レ シ ピ Ｉ Ｄ に 応 じ た プ ロ セ ス を 実 行
す る 。 プ ロ セ ス 装 置 １ は 、 そ れ ぞ れ の 装 置 を 識 別 す る た め の 装 置 Ｉ Ｄ が 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 プ ロ セ ス 装 置 １ は 、 プ ロ セ ス デ ー タ 収 集 装 置 １ ２ を 内 蔵 す る 。 こ の プ ロ セ ス デ ー タ 収 集
装 置 １ ２ は 、 Ｅ Ｅ Ｓ ネ ッ ト ワ ー ク ３ に 接 続 さ れ て い る 。 プ ロ セ ス デ ー タ 収 集 装 置 １ ２ は 、
プ ロ セ ス 装 置 １ に お い て プ ロ セ ス が 実 行 さ れ て い る 期 間 中 或 い は 待 機 中 に 、 プ ロ セ ス 装 置
１ の 状 態 に 関 連 す る 情 報 で あ る プ ロ セ ス デ ー タ を 時 系 列 に 収 集 す る 。 プ ロ セ ス デ ー タ は 、
例 え ば 、 プ ロ セ ス 装 置 １ の 動 作 時 の 電 圧 ， 電 流 や 、 あ る プ ロ セ ス を 実 行 す る プ ロ セ ス 装 置
１ を 出 庫 し て か ら 次 の プ ロ セ ス を 実 行 す る プ ロ セ ス 装 置 １ に 投 入 さ れ る ま で の 滞 留 時 間 な
ど が あ る 。 ま た 、 プ ロ セ ス 装 置 １ が プ ラ ズ マ チ ャ ン バ ー を 備 え 、 ウ エ ハ に 対 し て 成 膜 処 理
を す る 装 置 の 場 合 、 そ の プ ラ ズ マ チ ャ ン バ ー 内 の 圧 力 や 、 プ ラ ズ マ チ ャ ン バ ー に 供 給 す る
ガ ス 流 量 や 、 ウ エ ハ 温 度 や プ ラ ズ マ 光 量 等 が あ る 。 プ ロ セ ス 装 置 １ は 、 こ れ ら の プ ロ セ ス
デ ー タ を 検 出 す る た め の 検 出 装 置 を 備 え 、 そ の 検 出 装 置 の 出 力 が 、 プ ロ セ ス デ ー タ 収 集 装
置 １ ２ に 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 プ ロ セ ス デ ー タ 収 集 装 置 １ ２ は 、 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ リ ー ド ラ イ ト ヘ ッ ド ８ を 介 し て タ グ ７ ａ か
ら 読 み 取 っ た 前 段 装 置 の 出 庫 時 刻 と 現 在 ウ エ ハ が セ ッ ト さ れ て い る プ ロ セ ス 装 置 １ へ の 投
入 時 刻 と を 収 集 す る 。 こ れ ら の 出 庫 時 刻 と 投 入 時 刻 の 差 を と る こ と に よ り 、 前 段 装 置 か ら
の 滞 留 時 間 を 算 出 す る こ と が で き る 。 ま た 、 Ｒ Ｆ － Ｉ Ｄ リ ー ド ラ イ ト ヘ ッ ド ８ は 、 必 要 に
応 じ て プ ロ セ ス 装 置 １ か ら ウ エ ハ を 出 庫 す る 際 に 出 庫 時 刻 等 を タ グ ７ ａ へ 書 き 込 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 プ ロ セ ス デ ー タ 収 集 装 置 １ ２ は 、 通 信 機 能 を 備 え て い る 。 プ ロ セ ス デ ー タ 収 集 装 置 １ ２
は 、 プ ロ セ ス 装 置 １ に お い て 発 生 し た あ ら ゆ る プ ロ セ ス デ ー タ を 収 集 し 、 収 集 し た プ ロ セ
ス デ ー タ に 製 品 Ｉ Ｄ と 装 置 Ｉ Ｄ と を 対 応 付 け て Ｅ Ｅ Ｓ 系 ネ ッ ト ワ ー ク ３ に 出 力 す る 。 収 集
す る デ ー タ の 種 類 は 、 上 記 の も の に 限 る も の で は な く 、 さ ら に 多 く の 情 報 を 取 得 す る こ と
も 妨 げ な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 ２ ０ は 、 ハ ー ド ウ ェ ア の 観 点 か ら は 一 般 的 な パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ
ュ ー タ で あ り 、 Windows（ 登 録 商 標 ） な ど の オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・ シ ス テ ム 上 で 稼 動 す る ア
プ リ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム に よ っ て 、 本 装 置 の 各 機 能 が 実 現 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 ２ ０ の 内 部 構 成 を 示 し て い る 。 プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 ２
０ は 、 プ ロ セ ス デ ー タ 収 集 装 置 １ ２ か ら 送 ら れ て き た プ ロ セ ス 装 置 １ の プ ロ セ ス デ ー タ を
格 納 す る プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部 ２ １ と 、 プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部 ２ １ に 格 納 さ れ た 各 種 の プ
ロ セ ス デ ー タ か ら プ ロ セ ス 特 徴 量 を 算 出 す る プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 部 ２ ２ と 、 プ ロ セ ス デ ー
タ 編 集 部 ２ ２ が 算 出 し た プ ロ セ ス 特 徴 量 を 格 納 す る プ ロ セ ス 特 徴 量 デ ー タ 記 憶 部 ２ ３ と 、
プ ロ セ ス 特 徴 量 デ ー タ 記 憶 部 ２ ３ に 格 納 さ れ た プ ロ セ ス 特 徴 量 デ ー タ に 基 づ い て 異 常 の 有
無 を 判 定 す る 異 常 判 定 部 ２ ４ と 、 異 常 判 定 部 ２ ４ で 異 常 と 判 定 さ れ た ウ エ ハ に つ い て の プ
ロ セ ス デ ー タ を 記 憶 す る 異 常 プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部 ２ ７ と 、 異 常 判 定 部 ２ ４ の 判 定 結 果 を
記 憶 す る 判 定 結 果 デ ー タ 記 憶 部 ２ ８ と 、 異 常 判 定 部 ２ ４ で 判 定 処 理 を 行 な う 際 に 使 用 す る
異 常 検 出 要 因 分 析 ル ー ル を 記 憶 す る 異 常 検 出 要 因 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 部 ２ ６ と 、 そ の 異
常 検 出 要 因 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 部 ２ ６ に ア ク セ ス し て 異 常 検 出 要 因 分 析 ル ー ル の 追 加 ・
変 更 を 行 な う 異 常 検 出 要 因 分 析 ル ー ル 編 集 部 ２ ５ と 、 を 備 え て い る 。 各 記 憶 部 は 、 プ ロ セ
ス 異 常 分 析 装 置 ２ ０ の 外 部 の 記 憶 装 置 （ デ ー タ ベ ー ス ２ ０ ａ ） に 設 定 し て も よ い し 、 内 部
記 憶 装 置 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部 ２ １ に 格 納 さ れ る プ ロ セ ス デ ー タ は 、
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製 品 Ｉ Ｄ と 装 置 Ｉ Ｄ と に 関 連 付 け ら れ る 。 プ ロ セ ス デ ー タ は 、 プ ロ セ ス デ ー タ 収 集 装 置 １
２ が 収 集 し た 各 種 の プ ロ セ ス デ ー タ に 加 え 、 そ の プ ロ セ ス デ ー タ を 収 集 し た 日 時 情 報 （ 日
付 ＋ 時 刻 ） も 含 む 。 各 プ ロ セ ス 装 置 用 の プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部 ２ １ に は 、 製 品 Ｉ Ｄ ご と に
、 日 時 情 報 に 従 っ て 時 系 列 に プ ロ セ ス デ ー タ が 格 納 さ れ る 。 図 １ で は 、 １ つ の プ ロ セ ス 装
置 １ の プ ロ セ ス デ ー タ が プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 ２ ０ に 与 え ら れ 、 そ の プ ロ セ ス デ ー タ に 基
づ い て 異 常 分 析 を す る 例 を 示 し た が 、 製 品 が 複 数 の プ ロ セ ス 装 置 を 経 由 し て い る 場 合 に お
い て 、 係 る 複 数 の プ ロ セ ス 装 置 で 得 ら れ た プ ロ セ ス デ ー タ を プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 ２ ０ に
与 え る よ う に し て も 良 い 。 そ の 場 合 、 上 記 の 各 デ ー タ が 装 置 の 数 分 だ け 作 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部 ２ １ は 、 リ ン グ バ ッ フ ァ 等 の 一 時 記 憶 手 段 か ら 構 成 さ れ 、 プ ロ セ
ス 終 了 後 の 所 定 の タ イ ミ ン グ で プ ロ セ ス デ ー タ を 削 除 （ 新 た な プ ロ セ ス デ ー タ を 上 書 き ）
す る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 部 ２ ２ は 、 プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部 ２ １ に 格 納 さ れ た 時 系 列 の プ ロ セ
ス デ ー タ を 呼 び 出 し 、 枚 葉 毎 の プ ロ セ ス 特 徴 量 を 算 出 す る 。 プ ロ セ ス 特 徴 量 は 、 例 え ば 、
同 一 の 製 品 Ｉ Ｄ に つ い て の プ ロ セ ス デ ー タ の ピ ー ク 値 ， 総 和 ， 平 均 値 等 の プ ロ セ ス デ ー タ
の 値 か ら 算 出 す る も の に 限 ら ず 、 プ ロ セ ス デ ー タ の 値 が 設 定 さ れ た 閾 値 を 超 え て い る 時 間
等 の 各 種 の も の が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 部 ２ ２ は 、 生 産 管 理 シ ス テ ム ４ か ら 出 力 さ れ る レ シ ピ Ｉ Ｄ を 製 品 Ｉ
Ｄ 並 び に 装 置 Ｉ Ｄ と と も に 取 得 す る 。 レ シ ピ は 、 予 め 決 め ら れ た プ ロ セ ス 装 置 に 対 す る 命
令 や 設 定 、 パ ラ メ ー タ の セ ッ ト で 、 処 理 対 象 や 工 程 、 装 置 の 違 い に よ り 複 数 持 ち 、 生 産 管
理 シ ス テ ム ４ で 管 理 さ れ る 。 そ れ ぞ れ の レ シ ピ に は 、 レ シ ピ Ｉ Ｄ が 付 与 さ れ る 。 プ ロ セ ス
装 置 １ で 処 理 さ れ る ウ エ ハ に 対 す る レ シ ピ は 、 装 置 Ｉ Ｄ と 製 品 Ｉ Ｄ と レ シ ピ Ｉ Ｄ と に よ り
特 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 部 ２ ２ は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 製 品 Ｉ Ｄ と 装 置 Ｉ Ｄ と レ シ ピ Ｉ Ｄ と の
セ ッ ト を 以 下 に 示 す 手 順 で 取 得 す る 。 ま ず 、 プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 部 ２ ２ は 、 生 産 管 理 シ ス
テ ム （ Ｍ Ｅ Ｓ ） ４ に ア ク セ ス し 、 分 析 対 象 の ウ エ ハ の 製 品 Ｉ Ｄ と 、 プ ロ セ ス 装 置 １ を 特 定
す る 装 置 Ｉ Ｄ を キ ー に し 、 対 応 す る レ シ ピ Ｉ Ｄ を 検 索 す る 。 次 い で 、 プ ロ セ ス デ ー タ 編 集
部 ２ ２ は 、 そ の 検 索 し た レ シ ピ Ｉ Ｄ を 生 産 管 理 シ ス テ ム ４ か ら 直 接 、 或 い は 、 プ ロ セ ス デ
ー タ 収 集 装 置 １ ２ 経 由 で 取 得 す る 。 プ ロ セ ス デ ー タ 収 集 装 置 １ ２ 経 由 で 取 得 す る 場 合 、 プ
ロ セ ス デ ー タ 収 集 装 置 １ ２ は 、 進 行 中 の プ ロ セ ス の レ シ ピ Ｉ Ｄ を 生 産 管 理 シ ス テ ム （ Ｍ Ｅ
Ｓ ） ４ か ら 取 得 し 、 プ ロ セ ス 装 置 １ の 装 置 Ｉ Ｄ と プ ロ セ ス デ ー タ と を 併 せ て プ ロ セ ス 異 常
分 析 装 置 ２ ０ へ 渡 す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 部 ２ ２ は 、 製 品 Ｉ Ｄ と 装 置 Ｉ Ｄ を キ ー に し て 、 算 出 し た プ ロ セ ス 特
徴 量 デ ー タ と 、 取 得 し た レ シ ピ Ｉ Ｄ と を 結 合 し 、 そ の 結 合 し た デ ー タ を 対 応 す る 装 置 Ｉ Ｄ
用 の プ ロ セ ス 特 徴 量 デ ー タ 記 憶 部 ２ ３ に 格 納 す る 。 よ っ て 、 プ ロ セ ス 特 徴 量 デ ー タ 記 憶 部
２ ３ の デ ー タ 構 造 は 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 異 常 検 出 要 因 分 析 ル ー ル 編 集 部 ２ ５ は 、 モ デ ル 化 装 置 １ ４ や 人 手 に よ る 解 析 に よ っ て 得
ら れ た モ デ ル を 取 得 し 、 異 常 分 析 ル ー ル を 定 義 し 、 異 常 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 部 ２ ６ に 格
納 す る 。 モ デ ル 化 装 置 １ ４ は 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ８ ６ ４ ４ ５ 号 公 報 に 開 示 さ れ た デ
ー タ マ イ ニ ン グ を 利 用 し た モ デ ル 化 装 置 等 を 用 い る こ と が で き る 。 こ こ で デ ー タ マ イ ニ ン
グ と は 、 大 規 模 な デ ー タ ベ ー ス か ら ル ー ル や パ タ ー ン を 抽 出 す る 手 法 で あ り 、 そ の 具 体 的
な 手 法 と し て は 、 決 定 木 分 析 と 呼 ば れ る 手 法 及 び 回 帰 木 分 析 と 呼 ば れ る 手 法 等 が 知 ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 異 常 分 析 ル ー ル 編 集 部 ２ ５ は 、 異 常 分 析 ル ー ル に 対 応 す る 異 常 通 知 情 報 も 登 録 す
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る 。 こ れ に よ り 、 異 常 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 部 ２ ６ の デ ー タ 構 造 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、
各 プ ロ セ ス 装 置 の 装 置 Ｉ Ｄ と 、 各 プ ロ セ ス 装 置 の レ シ ピ Ｉ Ｄ と 、 異 常 分 析 ル ー ル と 、 異 常
通 知 情 報 と 、 を 関 連 付 け た テ ー ブ ル 構 造 と な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 異 常 通 知 情 報 は 、 異 常 分 析 ル ー ル に 基 づ い て 判 定 さ れ た 結 果 を 表 示 す る 異 常 表 示 装 置 ２
や 、 判 定 結 果 を 通 知 す る 通 知 先 等 の 出 力 先 を 特 定 す る 情 報 と 、 具 体 的 な 通 知 内 容 が あ る 。
通 知 先 は 、 例 え ば 、 担 当 者 の メ ー ル ア ド レ ス な ど で あ る 。 異 常 表 示 装 置 ２ と 通 知 先 の 両 方
を 登 録 し て も 良 い し 、 一 方 の み を 登 録 し て も 良 い 。 出 力 先 を 複 数 設 け た 場 合 、 例 え ば 、 判
定 に よ り 求 め ら れ る 異 常 の 度 合 い や 異 常 箇 所 な ど で 分 類 し 、 分 類 に 応 じ て 振 り 分 け る こ と
が で き る 。 異 常 表 示 装 置 ， 通 知 先 、 通 知 内 容 は 、 ひ と つ の 分 類 に 対 し 、 複 数 指 定 す る こ と
が で き る 。 異 常 分 析 ル ー ル は 、 重 線 形 回 帰 ， Ｐ Ｌ Ｓ 線 形 回 帰 ， 決 定 木 ， マ ハ ラ ノ ビ ス の 距
離 ， 主 成 分 分 析 ， 移 動 主 成 分 分 析 ， Ｄ Ｉ Ｓ Ｓ Ｉ Ｍ ， Ｑ 統 計 量 、 Ｔ ２ 統 計 量 な ど の 手 法 を 組
み 合 わ せ て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 異 常 分 析 ル ー ル は 、 プ ロ セ ス 特 徴 量 か ら 製 品 の 異 常 の 有 無 と 、 プ ロ セ ス 装 置 自 体 の
異 常 の 有 無 を 検 出 す る た め の ル ー ル で あ る 。 製 品 の 異 常 の 有 無 を 予 測 す る た め の 異 常 分 析
ル ー ル は 、 プ ロ セ ス 特 徴 量 に 基 づ い て 演 算 処 理 す る 異 常 判 定 式 と 、 そ の 異 常 判 定 式 に よ り
求 め た 値 （ ｙ ） が 異 常 を 生 じ て い る か 否 か を 決 定 す る 判 定 条 件 と 、 を 備 え て い る 。 ま た 、
異 常 検 出 と し て 、 Ｐ Ｌ Ｓ （ Ｐ ａ ｒ ｔ ｉ ａ ｌ 　 Ｌ ｅ ａ ｓ ｔ 　 Ｓ ｑ ｕ ａ ｒ ｅ ｓ ） 法 を 利 用 す る
こ と で 、 異 常 要 因 分 析 を 行 な う こ と が で き る 。 異 常 要 因 分 析 は 、 異 常 要 因 デ ー タ を 求 め る
も の で あ る 。 異 常 要 因 デ ー タ は 、 プ ロ セ ス デ ー タ ま た は そ の 特 徴 量 を 示 す 名 称 と 寄 与 率 デ
ー タ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 寄 与 率 デ ー タ は 、 そ の 異 常 に 対 し て 、 ど の プ ロ セ ス デ ー タ や そ の 特 徴 量 が ど の く ら い 影
響 を 与 え て い る か を 表 わ す デ ー タ で あ る 。 寄 与 率 デ ー タ の 数 値 が 大 き い ほ ど 当 該 異 常 に 対
す る 影 響 度 合 い が 大 き い 、 す な わ ち 当 該 異 常 を も た ら し た 原 因 の 可 能 性 が 高 い と 言 え る 。
異 常 要 因 分 析 に よ り 算 出 さ れ る 寄 与 率 デ ー タ の 値 の 上 位 Ｎ 個 （ 例 え ば 、 ５ 個 ） ま で の 寄 与
率 デ ー タ を 含 む 異 常 要 因 デ ー タ を 抽 出 す る 。 作 業 員 は 、 抽 出 さ れ た 異 常 要 因 デ ー タ に 基 づ
き 、 異 常 が 検 出 さ れ た と き の 対 処 時 に 、 ど の プ ロ セ ス デ ー タ を チ ェ ッ ク す れ ば よ い か が わ
か る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 異 常 要 因 デ ー タ を 決 定 す る た め の 寄 与 率 を 、 Ｐ Ｌ Ｓ （ Ｐ ａ ｒ ｔ ｉ ａ ｌ
　 Ｌ ｅ ａ ｓ ｔ 　 Ｓ ｑ ｕ ａ ｒ ｅ ｓ ） 法 に よ り 得 ら れ た 回 帰 式 よ り 求 め る よ う に し た 。 こ の Ｐ
Ｌ Ｓ 法 に よ り 得 ら れ る 回 帰 式 を 下 記 に 示 す 。
ｙ ＝ ｂ ０ ＋ ｂ １ ＊ ｘ １ ＋ ｂ ２ ＊ ｘ ２ ＋ … … ＋ ｂ （ ｎ － １ ） ＊ ｘ （ ｎ － １ ） ＋ ｂ ｎ ＊ ｘ ｎ
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 の 式 に お い て 、 ｘ １ ， ｘ ２ ， … … ｘ ｎ が 、 そ れ ぞ れ プ ロ セ ス 特 徴 量 で あ り 、 ｂ ０ ，
ｂ １ ， ｂ ２ ， … … ｂ ｎ は 、 係 数 で あ る 。 ｂ １ ， ｂ ２ ， … … ｂ ｎ は 、 各 プ ロ セ ス 特 徴 量 の 重
み 度 で あ る 。 上 記 の 回 帰 式 に よ り 求 め た ｙ の 値 が し き い 値 を 越 え た 場 合 に 異 常 と 判 定 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の Ｐ Ｌ Ｓ 法 を 利 用 し て 各 プ ロ セ ス 特 徴 量 の 寄 与 率 を 求 め る に は 、 以 下 の よ う に す る 。
ま ず 、 各 変 数 （ ｘ １ ， ｘ ２ ， … … ｘ ｎ ） が い ず れ も 平 均 値 を 示 す と き の Ｐ Ｌ Ｓ 予 測 値 を Ｙ
と す る 。 そ し て 、 実 際 に 取 得 し た プ ロ セ ス 特 徴 量 を 各 変 数 に 代 入 し て 求 め た ｙ と の 差 で あ
る ｙ － Ｙ の 大 き さ に 各 項 が ど れ だ け 寄 与 し た か を 評 価 す る 。 つ ま り 、 各 変 数 の 平 均 値 を Ｘ
１ ， Ｘ ２ ， … … Ｘ ｎ と す る と 、 上 記 の 式 の 各 項 の 値 は 、 下 記 の よ う に な る 。
ｂ １ （ ｘ １ － Ｘ １ ） 、 ｂ ２ （ ｘ ２ － Ｘ ２ ） 、 ・ ・ ・ ・ 、 ｂ ｎ （ ｘ ｎ － Ｘ ｎ ）
こ の よ う に 、 平 均 値 と 実 測 値 の 差 分 に 、 さ ら に 係 数 を 乗 算 し た 値 を 求 め た 各 項 の 値 を 、 各
プ ロ セ ス 特 徴 量 の 寄 与 率 デ ー タ と し た 。 要 因 分 析 を 行 な っ た 結 果 、 ど の プ ロ セ ス 特 徴 量 が
問 題 で あ る か を 特 定 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 プ ロ セ ス 装 置 の 異 常 の 有 無 の 判 定 は 、 Ｑ 特 徴 量 と Ｔ ２ 統 計 量 と を 用 い る 。 す な わ ち 、 主
成 分 分 析 （ Principal Component Analysys： Ｐ Ｃ Ａ ） を 利 用 し て 管 理 限 界 （ 正 常 空 間 ） 設
定 し 、 モ デ ル 構 築 用 デ ー タ （ プ ロ セ ス 特 徴 量 デ ー タ ＋ 検 査 デ ー タ ） を 使 用 し て 得 ら れ た 値
を 参 考 に 閾 値 と す る 。 そ し て 、 運 用 時 （ 異 常 検 出 時 ） は 上 記 閾 値 か ら リ ア ル タ イ ム （ 枚 葉
毎 ） に プ ロ セ ス 状 態 が 正 常 か ど う か 判 断 す る 。 こ こ で 、 Ｑ 特 徴 量 並 び に Ｔ ２ 統 計 量 は 、 そ
れ ぞ れ 下 記 式 に よ り 求 め ら れ る 。
【 数 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ こ で 、 ｔ ｒ は 、 主 成 分 分 析 に お け る 第 ｒ 主 成 分 得 点 で あ り 、 Ｒ は 、 採 用 さ れ た 主 成 分
の 数 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｐ Ｌ Ｓ に 関 連 す る 異 常 分 析 ル ー ル 編 集 部 ２ ５ の 具 体 的 な 処 理 機 能 は 、 図 ５ に 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト を 実 行 す る よ う に な っ て い る 。 ま ず 、 す で に 収 集 さ れ た ル ー ル 構 築 用 の プ ロ セ ス
デ ー タ と 正 常 ／ 異 常 を 含 む 検 査 結 果 デ ー タ を Ｐ Ｌ Ｓ 法 で 分 析 し 、 予 測 モ デ ル を 得 る （ Ｓ ２
１ ） 。 次 い で 、 同 デ ー タ か ら 統 計 量 Ｑ ， Ｔ ２ を 算 出 す る （ Ｓ ２ ２ ） 。 そ し て 、 上 記 予 測 モ
デ ル と 統 計 量 Ｑ ， Ｔ ２ と 異 常 判 断 の た め の 各 し き い 値 を レ シ ピ Ｉ Ｄ と と も に ル ー ル と し て
登 録 す る （ Ｓ ２ ３ ） 。 な お 、 処 理 ス テ ッ プ Ｓ ２ １ と Ｓ ２ ２ は 、 モ デ ル 化 装 置 １ ４ で 実 行 し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 異 常 判 定 部 ２ ４ は 、 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ と 、 異 常 プ ロ セ ス デ ー タ 保 存 部 ２ ４ ｂ と 、 異 常 出
力 部 ２ ４ ｃ と 、 判 定 結 果 保 存 部 ２ ４ ｄ と 、 を 備 え て い る 。 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ は 、 異 常 分 析
ル ー ル デ ー タ 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 さ れ た 異 常 検 出 要 因 分 析 ル ー ル を 用 い 、 プ ロ セ ス 特 徴 量 デ
ー タ 記 憶 部 ２ ３ か ら 読 み 出 し た プ ロ セ ス 特 徴 量 に 従 っ て 異 常 判 定 を 行 な う 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ で 実 行 さ れ る 異 常 判 定 は 、 異 常 の 有 無 と 、 異 常 要 因 分 析 の 両 方 で
あ る 。 異 常 の 有 無 は 、 プ ロ セ ス 装 置 １ で 製 造 さ れ た 製 品 の 異 常 の 有 無 の 予 測 と 、 プ ロ セ ス
装 置 自 体 の 異 常 の 有 無 の 判 定 の 両 方 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 上 述 し た よ う に 、 プ ロ セ ス 装 置 の 異 常 の 有 無 の 判 定 は 、 Ｑ 特 徴 量 と Ｔ ２ 統 計 量 と を 用 い
、
Ｑ 特 徴 量 と Ｔ ２ 統 計 量 の 少 な く と も 一 方 が 閾 値 を 越 え る と 、 プ ロ セ ス 装 置 の 異 常 が あ る と
推 測 で き る 。 但 し 、 Ｑ 特 徴 量 ， Ｔ ２ 統 計 量 が 閾 値 を 越 え た 場 合 で あ っ て も 、 プ ロ セ ス 装 置
以 外 の 外 因 そ の 他 の 理 由 か ら 異 常 の 値 を 示 す 可 能 性 も あ る の で 、 本 実 施 形 態 で は 、 プ ロ セ
ス 装 置 の 異 常 発 生 の 通 知 は 、 係 る Ｑ 特 徴 量 や Ｔ ２ 統 計 量 が 閾 値 を 越 え た 現 象 が 連 続 し て Ｎ
回 続 い た と き に 行 な う よ う に し た 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 異 常 プ ロ セ ス デ ー タ 保 存 部 ２ ４ ｂ は 、 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ で 異 常 が 検 出 さ れ た 場 合 に 、 そ
の 異 常 と 判 定 さ れ た ウ エ ハ に つ い て の プ ロ セ ス デ ー タ を プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部 ２ １ か ら 読
み 出 す と と も に 、 異 常 プ ロ セ ス デ ー タ と し て 異 常 プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部 ２ ７ に 保 存 す る 。
こ の と き 、 異 常 判 定 結 果 （ ｙ の 値 ） を 関 連 づ け て 登 録 し て も 良 い 。
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 異 常 出 力 部 ２ ４ ｃ は 、 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ で 異 常 が 検 出 さ れ た 場 合 に 、 指 定 さ れ た 異 常 表
示 装 置 に 対 し て 異 常 メ ッ セ ー ジ を 出 力 す る 。 出 力 す る 異 常 メ ッ セ ー ジ は 、 異 常 分 析 ル ー ル
デ ー タ 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 さ れ て い る 。 ま た 、 異 常 要 因 分 析 を 行 な っ た 場 合 、 寄 与 率 等 の 詳
細 デ ー タ も 併 せ て 出 力 す る 。 さ ら に 異 常 出 力 部 ２ ４ ｃ は 、 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ で 異 常 が 検 出
さ れ た 場 合 に 、 指 定 さ れ た 異 常 通 知 先 に 対 し て 指 定 さ れ た 方 法 で 異 常 メ ッ セ ー ジ を 出 力 す
る 機 能 も 備 え る 。 一 例 と し て は 、 異 常 出 力 部 ２ ４ ｃ は 、 指 定 さ れ た ア ド レ ス に 対 し て メ ー
ル 送 信 を す る 。 出 力 す る 異 常 メ ッ セ ー ジ は 、 異 常 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 さ れ
て い る 。 ま た 、 異 常 要 因 分 析 を 行 な っ た 場 合 、 寄 与 率 等 の 詳 細 デ ー タ も 併 せ て 出 力 し て も
よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 判 定 結 果 保 存 部 ２ ４ ｄ は 、 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ に お け る 異 常 判 定 の 結 果 を 判 定 結 果 デ ー タ
と し て 判 定 結 果 デ ー タ 記 憶 部 ２ ８ に 保 存 す る 。 つ ま り 、 異 常 判 定 の 結 果 は 、 Ｐ Ｌ Ｓ 予 測 値
や 予 測 値 寄 与 率 、 Ｑ ， Ｔ ２ 統 計 量 な ど と と も に 保 存 さ れ 、 異 常 表 示 装 置 等 か ら 検 索 す る こ
と が で き る 。 こ の 判 定 結 果 デ ー タ は 、 全 て の 判 定 結 果 を 保 存 し て も 良 い し 、 異 常 と 判 定 さ
れ た 場 合 の み を 保 存 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ の 具 体 的 な 処 理 機 能 は 、 図 ６ ， 図 ７ に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト の よ う に な
っ て い る 。 プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 部 ２ ２ は 、 １ 枚 葉 分 の 製 品 の プ ロ セ ス デ ー タ を 収 集 し （ Ｓ
１ ） 、 そ の プ ロ セ ス デ ー タ か ら プ ロ セ ス 特 徴 量 を 算 出 す る （ Ｓ ２ ） 。 算 出 し た プ ロ セ ス 特
徴 量 は 、 プ ロ セ ス 特 徴 量 デ ー タ 記 憶 部 ２ ３ に 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ は 、 プ ロ セ ス 特 徴 量 デ ー タ 記 憶 部 ２ ３ に ア ク セ ス し 、 １ つ の 製 品 Ｉ Ｄ
を キ ー に し て １ 枚 葉 分 の プ ロ セ ス 特 徴 量 デ ー タ を 抽 出 し 、 そ の レ シ ピ Ｉ Ｄ を 取 得 す る 。 そ
し て 、 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ は 、 異 常 検 出 要 因 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 部 ２ ６ に ア ク セ ス し 、 取
得 し た レ シ ピ Ｉ Ｄ に 対 応 す る 異 常 検 出 要 因 分 析 ル ー ル を 取 得 す る （ Ｓ ３ ） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ は 、 取 得 し た プ ロ セ ス 特 徴 量 と 異 常 検 出 要 因 分 析 ル ー ル に 基 づ き 、 プ
ロ セ ス 結 果 予 測 値 （ ｙ の 値 ） と 予 測 値 寄 与 率 と Ｑ 統 計 量 と Ｔ ２ 統 計 量 と を 算 出 す る （ Ｓ ４
） 。 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ は 、 Ｑ が 正 常 範 囲 か 否 か を 判 断 し （ Ｓ ５ ） 、 正 常 範 囲 内 の 場 合 に は
Ｑ の 異 常 カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 を ０ に リ セ ッ ト し （ Ｓ ６ ） 、 正 常 範 囲 外 の 場 合 に は Ｑ の 異
常 カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 を １ イ ン ク リ メ ン ト す る （ Ｓ ７ ） 。 同 様 に 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ は 、
Ｔ ２ が 正 常 範 囲 か 否 か を 判 断 し （ Ｓ ８ ） 、 正 常 範 囲 内 の 場 合 に は Ｔ ２ の 異 常 カ ウ ン タ の カ
ウ ン ト 値 を ０ に リ セ ッ ト し （ Ｓ ９ ） 、 正 常 範 囲 外 の 場 合 に は Ｔ ２ の 異 常 カ ウ ン タ の カ ウ ン
ト 値 を １ イ ン ク リ メ ン ト す る （ Ｓ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ は 、 Ｑ お よ び Ｔ ２ の 異 常 カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 が 共 に ０ で あ る か 否 か
を 判 断 し （ Ｓ １ １ ） 、 何 れ も ０ の 場 合 に は 、 プ ロ セ ス 状 態 を 正 常 状 態 と 判 定 し （ Ｓ １ ２ ）
、 少 な く と も 一 方 が ０ で な い 場 合 に は プ ロ セ ス 状 態 を 異 常 状 態 と 判 定 す る （ Ｓ １ ３ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 プ ロ セ ス 状 態 が 正 常 な 場 合 、 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ は 、 プ ロ セ ス 処 理 結 果 予 測 値 （ Ｐ Ｌ Ｓ 予
測 値 等 ） が 正 常 範 囲 か 否 か を 判 断 し （ Ｓ １ ５ ） 、 正 常 範 囲 内 の 場 合 に は プ ロ セ ス 処 理 結 果
予 測 値 (PLS予 測 値 等 )の 異 常 カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 を ０ に リ セ ッ ト し （ Ｓ １ ７ ） 、 正 常 範
囲 外 の 場 合 に は プ ロ セ ス 処 理 結 果 予 測 値 （ Ｐ Ｌ Ｓ 予 測 値 等 ） の 異 常 カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値
を １ イ ン ク リ メ ン ト す る （ Ｓ １ ８ ） 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 記 の 処 理 ス テ ッ プ Ｓ １ ７ 或 い は Ｓ １ ８ を 実 行 後 、 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ は 、 プ ロ セ ス 処 理
結 果 予 測 値 (PLS予 測 値 等 )の 異 常 カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 が 指 定 回 数 未 満 か 否 か を 判 断 し （
Ｓ １ ９ ） 、 指 定 回 数 以 上 の 場 合 は 、 プ ロ セ ス 結 果 予 測 値 、 予 測 値 寄 与 率 、 Ｑ ， Ｔ ２ 統 計 量
を 通 知 す る （ Ｓ ２ ０ ） 。

10

20

30

40

50

(10) JP 2007-250748 A 2007.9.27



【 ０ ０ ５ ６ 】
　 一 方 、 プ ロ セ ス 状 態 が 異 常 の 場 合 、 異 常 分 析 部 ２ ４ ａ は 、 Ｑ ま た は Ｔ ２ の 異 常 カ ウ ン タ
の カ ウ ン ト 値 が 指 定 回 数 未 満 か 否 か を 判 断 し （ Ｓ １ ４ ） 、 指 定 回 数 以 上 の 場 合 は 、 プ ロ セ
ス 状 態 (重 大 )異 常 と し て 寄 与 率 と 共 に 通 知 す る （ Ｓ １ ５ ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 異 常 の 通 知 は 、 予 め 設 定 さ れ た 判 定 条 件 に 対 応 す る 異 常 通 知 情 報 に 従 っ て 異 常 を 通 知 す
る 。 具 体 的 に は 、 異 常 出 力 部 ２ ４ ｃ が 、 予 め 設 定 さ れ た 異 常 表 示 装 置 ２ に 対 し て メ ッ セ ー
ジ を 出 力 し た り 、 予 め 設 定 さ れ た 異 常 通 知 先 に メ ー ル 送 信 等 に よ り 通 知 す る 。 通 知 す る 内
容 は 、 異 常 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 部 ２ ６ に 格 納 さ れ た 異 常 表 示 情 報 と 、 レ シ ピ Ｉ Ｄ に 加 え
、 発 生 日 時 情 報 や 異 常 通 知 Ｉ Ｄ を 付 加 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 異 常 通 知 に 基 づ い て 異 常 表 示 装 置 ２ の 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 表 示 例 と し て は 、 図 ８ に 示
す も の が あ る 。 図 ８ の 表 示 画 面 に お い て 、 異 常 表 示 装 置 ２ は 、 製 品 の 異 常 通 知 を 受 信 し た
場 合 、 「 予 測 値 状 態 」 の 表 示 エ リ ア の メ ッ セ ー ジ を 「 異 常 」 と し 、 プ ロ セ ス 装 置 の 異 常 通
知 を 受 信 し た 場 合 、 「 プ ロ セ ス 状 態 」 の 表 示 エ リ ア の メ ッ セ ー ジ を 「 異 常 」 と す る 。 ま た
、 受 信 し た 異 常 通 知 の 履 歴 を 記 憶 し て お き 、 そ の 履 歴 情 報 も あ わ せ て 表 示 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 さ ら に 、 異 常 表 示 装 置 ２ は 、 図 ８ に 示 す 現 在 の 状 態 を 示 す 異 常 モ ニ タ と 履 歴 情 報 の 表 示
に 限 る こ と は な く 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 予 測 値 ト レ ン ド を 表 示 し た り 、 図 １ ０ に 示 す よ う
に 、 予 測 値 高 寄 与 率 要 因 を 表 示 し た り 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 高 寄 与 率 の 要 因 ト レ ン ド を
表 示 し た り 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 高 寄 与 率 要 因 の 時 系 列 生 デ ー タ を 表 示 す る な ど 、 各 種
の 表 示 形 態 を と る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 で あ る プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 を 含 む 製 造 シ ス テ ム の 一 例
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 の 内 部 構 造 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置 が 処 理 す る 各 種 デ ー タ の デ ー タ 構 造 の 一 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 異 常 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 部 に 格 納 さ れ る ル ー ル デ ー タ の デ ー タ 構 造 の 一 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 異 常 分 析 ル ー ル 編 集 部 の 機 能 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 異 常 判 定 部 の 機 能 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 異 常 判 定 部 の 機 能 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 異 常 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 情 報 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 異 常 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 情 報 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 異 常 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 情 報 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 異 常 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 情 報 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 異 常 表 示 装 置 に 表 示 さ れ る 情 報 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ １ 】
２ ０ 　 プ ロ セ ス 異 常 分 析 装 置
２ １ 　 プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部
２ ２ 　 プ ロ セ ス デ ー タ 編 集 部
２ ３ 　 プ ロ セ ス 特 徴 量 デ ー タ 記 憶 部
２ ４ 　 異 常 判 定 部
２ ４ ａ 　 異 常 分 析 部
２ ４ ｂ 　 異 常 プ ロ セ ス デ ー タ 保 存 部
２ ４ ｃ 　 異 常 出 力 部
２ ４ ｄ 　 判 定 結 果 保 存 部
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２ ５ 　 異 常 分 析 ル ー ル 編 集 部
２ ６ 　 異 常 分 析 ル ー ル デ ー タ 記 憶 部
２ ７ 　 異 常 プ ロ セ ス デ ー タ 記 憶 部
２ ８ 　 判 定 結 果 デ ー タ 記 憶 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(15) JP 2007-250748 A 2007.9.27



フロントページの続き

(72)発明者  合川　禎一
            京都府京都市下京区塩小路通堀川東入南不動堂町８０１番地　オムロン株式会社内
Ｆターム(参考) 3C100 DD22  DD23  EE06 
　　　　 　　  5H223 AA01  DD03  DD07  DD09  EE29  FF06 

(16) JP 2007-250748 A 2007.9.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

